
国包郷校 
 
姫路市史 第４巻（２００９年）      

p.706-707 より 
 
天保４年は１８３３年 
 
 

 

 
 



三⾕伊左衛⾨ 
 
 姫路藩国包組の⼤庄屋 

伊能忠敬ｅ資料館 https://www.inopedia.tokyo/database/diary/survey.php?id=17 
 
姫路藩の⼤庄屋組は次ページ参照 
 
 

猪飼敬所 
 
Wikipedia より 

宝暦 11 年 3 ⽉ 22 ⽇（1761 年 4 ⽉ 26 ⽇） - 弘化 2 年 11 ⽉ 10 ⽇（1845 年 12 ⽉ 8 ⽇））
は、⽇本の江⼾時代後期の折衷学派の儒学者。名は彦博（よしひろ）、字は⽂卿、希⽂。近
江国出⾝。 

経書や史書など、各種書物に詳しく、⼤和の儒学者⾕三⼭の質問数⼗条にも答えたように、
たいへん博識であった。中でも経書、特に三礼に精通していた[1]。著作に「論孟考⽂」「管
⼦補正」などがある。 
 
「姫路藩の銘家⽼ 河合⼨翁」 熊⽥かよこ （２０１５年、のじぎく⽂庫） より 
 年表にまとめる 
 ⽂政１３年（１８３０） 播磨を訪れ、好古堂教授の近藤抑斎の家に泊まる。 
             その時に、仁寿⼭校での講義を依頼される。 
             天⽂、暦術、三礼（周礼・儀礼・礼記）などを⼗数⽇講義。 
             その後、京都に帰る。 
 天保 ２年（１８３１） ３⽉１３⽇〜４⽉８⽇、仁寿⼭校で講義 
 天保 ３年（１８３２） 伊勢津藩の藩儒となる。 
 

※ 国包郷校で講義した天保６年（１８３５）は伊勢津藩の藩儒であったことになる。 
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